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Ⅴ．特記事項 

 

1．IoT・AI エンジニアリングコース 

 本学では、IoT(Internet of Things)時代のモノづくり人材を育成するため、従来の学科

別教育に加え、学科横断型の IoT モノづくりコースを平成 29(2017)年から設置している。

令和 4(2022)年度からは今までの実績をベースに、さらに AI も含めたエンジニア育成に拡

張した IoT･AI エンジニアリングコースと名称変更している。このコースは IoT のコア技

術となるデジタル技術、ネットワーク技術、AI も含めたデータ処理技術を柱とし、学科の

必修科目と学科が指定するコース科目及び学科横断の共通科目を履修修得することで、学

科の学び修得に対する学士の学位と合わせて IoT･AI エンジニアリングコースの修了証書

を与えるというものである。このコースへは 2 年時に各学科 5 人程度を特別選抜する形と

している。本コースでは実践的教育に力を入れており、例えば「IoT 実践実習」ではコー

スで学んだ実践的な知識・技術を集大成させ、実用性を目指した実習課題に取り組んでい

る。地域行政とも連携し実際の現場の課題を提示いただきそれを解決するというテーマな

どにも取り組んでいる。成果発表会には企業並びに市役所の方にも聴講いただき、地域の

活性化に貢献している。 

 

2．授業・研究における SDGs への取組み 

 SDGs を意識した様々な取り組みを行っている。本学ホームページでは研究室・教員紹介

ページの中で 17 個の SDGs の目標項目と各教員の研究テーマとの関連を明示している。ま

た、講義の中では、実社会で実践的に活かす知識と、SDGs の達成に貢献するエンジニアを

目指す教育に力を入れている。例えば「地域振興プログラム」という科目では、大学が所

在する蒲郡市と幸田町の企画政策課と連携し、行政で困っている課題への解決施策案を、

IoT や AI、自動運転、VR、次世代ロボットなど未来の工学視点からグループで検討・発表・

提案するという講義であるが、この中でも SDGs 視点からの課題解決を進める取り組みを

行っている。具体例として、蒲郡市のサーキュラーシティ（循環型都市）推進のために、

SDGs の「目標 12、 つくる責任 使う責任」から持続可能な消費と生産のパターンを確保す

るための課題並びに、幸田町からは 2022 年 9 月 23 日の台風 15 号の影響による大きな被

害事例をもとに、SDGs の「目標 11、 住み続けられるまちづくりを」が課題として提示さ

れ、授業の中でのグループ検討を通して解決策の提案を行っている。 

 

3．地域企業トップによる講義 

 三河地域は、自動車産業を中核として裾野の広い業種の企業が集積しており、日本一の

モノづくり拠点として日本の活力を牽引している。この三河地域における地域企業の現役

企業経営者らにお願いをしてモノづくり関連の特別講義を実施している。「三河企業のモ

ノづくり戦略」、「国際社会と日本企業」、「モノづくり人材育成」、「企業マインド創造」な

どの講義である。「三河企業のモノづくり戦略」では近藤製作所社長、蒲郡製作所社長、鈴

木化学工業社長など地域企業の現役経営者の方々に講義をお願いしている。1 年次から開

講されるこれらの講義を通じて早い段階から学生のモノづくりへの関心を高める取り組み

を行っている。 


